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　　　　　　　特別座談会
小林:こ の座談会は、英語教育セ ンターの創立10周年記 念誌 の発行 に
当た りま して、創設以来の係 りを頂いている代 表的な方々をお迎 え し
て、10年間の悲喜 こもごもをご披 露いただ き、次の10年間 といいます
か、21世紀 に向けた英語教育セ ンターの方向性、言い換 えれば、将来
像 につ いてお話いただけれ ばとい う趣 旨で開催 させて頂 きま した。
　本 日は、元亜細亜大学 ・亜細亜大学短期大学部学長で現在東洋英和
女子学 院院長 の衛藤藩吉先生、元 アメリカン ・カルチュラル ・エクス
　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　 国際交流課長
　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　小林　明
チェンジ(ACE)副会長で現在 日米教育委員会(フ ルブライ ト委員会)事 務局長 をなさってい るサ ミコ.エ
ル ・シェパ ー ドさん 、本学か らは、山本 忠士理事 ・総務部 長、川口博 久 国際交流 委員長、竹 前文夫教授
(平成11年度 英語教育 センター所 長)に 出席いただいてお ります。
　進行 は国際 交流課長の小林明が務め させていただ きます。 まず元英語教育研究所 長であ り、現在事務所
管をやってお ります国際交流委員長の川 口先生か ら、簡単に現状報告 を頂けませ んで しょうか。
現状報 告
川 口:そ れで は私か ら、英 語教育セ ンターの現状 について簡単 にお話致 します。現 在22名の外国人客 員
教員がお りま して、教 員数は発足 当時の23名とほ とん ど変わってお りませ ん。組織 といた しま しては、語
　　　　 　　　　　 　 学教育研究所 と して発足 して1年間、その後英語教育研 究所 として9年間や って参
　　　　 　　　　　 　　りま したけれども、昨年か ら英語教 育セ ンタ…ということで研究所の制度 をな く
　　国際交流委員長
　　　川口　博久
授会 か ら専1"1科目にあ る程度 関連す るよ うな内 容の授業 を持 ってほ しい とい うこ とで 、Major　Related
COUI・seと言 うように呼べ る ものも、客 員教員のワー クロー ドを考慮 しなが ら少 しずつ加えてい きつつ あ り
ます、,そう言った意味 では、英語 教育セ ンターの役割が、時代の要請で変化 している ように も見えます。
しま した。大学基準協会への加盟申請に伴 い、現実 に即 した名称 に変 更したわけ
ですが 、活動 内容 はまった く変わってお りませ ん。
　統計上 の数字で見ます と、このto年間に106人のネイテ ィブ ・インス トラクター
が勤務 したことにな り、フ レッシュマン ・イ ングリッシュ(FE)を履修 した学
生は、単純計算 ですが、10年間で約2万入の学生 とい う ことにはなろ うか と思い
ます。 その 中か ら約3割の6干人がAUAP(AsiaUniversity　Amer caProgram)で約
5か月間 アメリカ に行 ったこ とにな ります。
　FE以外 にポス トAUAPとい うクラス を3クラ スぐらい持 ってお ります し、各 教
小 林:有 難 うご ざいま した。 それでは まず、皆さまの思考 を昭和63年当た りまで タイムス リップ して頂
くため に衛 藤先生 か ら、一番最初 に頭の中に描かれたFEといい ます か、亜細亜 大学の英語 教育はか くあ
るべ きと発想 されたい きさつな どについてお話 を頂 いて、そ こか らいろいろな形で巻 き込 まれた皆 さまの
お話 を展開 させて頂 きたい と思い ます。
英語 教育 の構 想 と現実
衛 藤:亜 細亜 大学の学長に な りま した時 に、大学 と しての特徴 とい うか長所 をどこに求め た らいいか と
いうことを必死にな って模索致 しました。同時に、長老の先生 方に会 う度にそれ を話題 にして、皆 さんの
ご意見 を承 ったのであ りますが、そ こで浮かんで来たい くつ かの ビジョンには、人間性教育 をやる とか 、
体育活動 を盛 んにす るとか、全寮制度の復活 とかご ざいま した中に、外国語の教育、ア ジア語の教育に力
を入れ よとい うア イデ ィアが ござい ました,、それで、アジア語 というの を実用 の面か ら眺めてみ ます と、
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ア ジア語は一一つではないが、アジアにおける現実 に使われ ているビジネス用語、国際会議での用語、そ れ
か ら観光客の買い物 等の用語 はすべ て英語が中心であ るという事実 に突 き当た りま した。
　　 　　　　　 　　　　　 　 それでは英語教育 に力 を入 れてはどうかとい うことを話題に して見 ました。
　　 　　　　　 　　　　　 その考え方 に非常 に強 く賛同 して くださったのが、木村肥佐生、梶村 昇の両
　 　　　　　 　　　　　 　 先生 それか ら碓氷悟史先生 とい う方 々で、そ うした方々 と何 度 も会いなが ら
　 　　　　　 　　　　　 　 考 えをまとめてい きました。一番最初は とにか く亜細亜大学の学生は比 較的
　 　　　　　 　　　　　 　 これといって社会に胸 を張 って売 り込める特技 な り特徴がない とのこ とで、
　 　　　　　 　　　　　 　 せ めて英語 ぐらいは他大学 より秀でている とい うレベルに持 って行っては ど
　 　　　　　 　　　　　 　　うか とまず提 案 して見ま した。 そのた め にはアメ リカの大学 に1年間留学 さ
　 　東洋英和女学院 院長　 　せ て、そこで取 った単位 を持 って帰 った らどうか とい う、これは木村 、梶 村
　 　　　衛藤　溜吉氏　　 　 両先生か ら出たア イデアです。私はそれは面白い と思って、 とにか く30単位
までは外部 の大学の 単位 を教授会が認めれば単位 として数え られる制度 が文部省 の規定にあ りますか ら、
その制度 を活 かそう じゃないか ということで、ア メリカの大学に20～30名ずつ長期 に留学 させ るという案
を最初に出 して見 ま した。後 にこの案 と連動 する英語教育 改革案をま とめる中心になったのが竹前教授 で
す,、
竹 前:今 お 話 しに出た英語教育改革の案は、AUAPが実現 した後 、亜細 亜大学 の英語教員 の間で具体化 さ
れた改 革です。最初衛藤先生 は、AUAPに 参加する学生 のための英語事前教 育を含 めた英語教育全般 の
見直 しと、オープンキャンパスの概念 に基づ く地域社 会へ の良質の英会 話教室
の提供 という .二つの観点か ら、ACEと 相談 し、 コス レン夫妻 の来日が 決まっ
たわけです。
　お二 入が 巾心 にな り、この二つの 目的のための準備段 階 として教材作成 を進
め る傍 ら、他の ネイティブの教員 も数人雇い入れて、秋か ら英語 の課外授業 を
始め ま した。幸 い好評で した。受講者のア ンケー トでも、教 員の質が街 の英会
話学校 よ り優 れてい るという評価で した。このAUAP事前 英語教育 と しての課
外授 業の推移 を見 なが ら、 シェパー ドさんの来学 をお願 い し、私共 の夢であ っ
た正課授業の フ レッシュマ ン ・イングリッシュ化 に向けて動 き出 してい ま した、,
シ・、パ ー ドさんもい よいよ亜細亜大学 も本気 だと感 じられ たのか 、実 に真剣 な
話 し合 いで した。
短期大学部　教授
　 竹前　文夫
　会議の途中で衛藤先生が様子 を見に来 られて、話 はどんなふ うに進んでい ますか と訪ね られた とき、 実
は課外の授業か ら踏み込 んで、正課の英語教育 について意見交換 を してい ま した 、とお答え した とこ ろ、
その様子 に満足 され、学内で更に検討 してい くよう指示 されたのです。
　回 を重ね る度 によ りit体的な検討 とな り、折角FEを 導人 しても、90分を2回という東海大学の方式 で
は、効果が少 ない 。45分を5回、月 曜か ら金曜 まで 毎 日英語の学習 をす るということでなければ、実際 に
英語力 はつか ない との結論に達 し、 この点は、教務で シミュレー ションをして教室が使えるか どうか検 討
する とい うところまで話が進んで行ったわけです。結局 この時点か ら、全学 を巻 き込んだ問題へ と進 展 し
て行 ったわけです。
衛藤:そ して 、それを具体 化 してい る間に、いろん な分野の先生 方か ら 「それ だけではだ めだよ。今 の
英語では実用的でないか ら、留 学前に もっと英語の基礎 をや らなきゃいかん」 とい うことで、　 「それ じゃ
新 しい形の英語 をや りましょう一1とい うことで もって、12人の英語の先生 に何 度か集 まっていただいて 、
生 きた実践力のある英語 をや りましょうとい うお話 を申し上げたのです。
　それ に積極的 に参加 して くだ さったのが、竹前、久我雅紹、川口諸先生で、当初は英語の先生方はあ ま
り乗 り気では ないが、反対は しない という雰囲気 だったと思 うんで飢,そ うい う時、早速実現性をお調 べ
になるのが亡 き木村先生で、木村先生は山本忠士 さんとか小林明 さんとかい う部下を使って、英語教 員 を
亜細亜大学 に招いた場合のお給料 や宿舎がどうだとか何 とかお調べ にな った結果 として、専 任の英語 の先
生を雇 って もペ イす るとい う結 論が出てきたんですね。それ じゃ学生を留学 させ る前にそっ ちも一緒 に や
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ろ う じゃ ない か とい うこ と で、 工年 生 の ため の フ レ ッ シ ュマ ン ・イ ング リ ッシ ュ が始 ま っ た と記 憶 して お
り ます 。
竹 前:衛 藤先生に呼ばれて、英語教育改善のための カリキュ ラム作 りを命 じられたのが 、最初で した。 も
とよ り隠 し立てする ようなことで はあ りませんので、英語担当者の皆 さんに、 「学長に指名 されカリキ ュ
ラム案 を作成 してい ます。提 出前 に皆 さんに見 てい ただ きます」 と了解 を得た 上で、A案 か らF案 まで を
作成 しま した。それ まで亜細亜 大学 では、特別の予算 を伴わ ない改革に終始 して きたので、その他の外 国
語の時間帯 と抱 き合わせ にならない英語独 自の時間帯で コマが組める案や、90分授 業を45分に分割 した 案
などを提出 しました,そ の案が そのまま採用 されることはなかったのですが、我 々にとって大 きな刺激 に
なったことは事実です。亜細亜大学 の英語教育 はそれ まで も、いろいろな制約 の中で精'杯 工夫 してや っ
てきてお りました。教科書作 りも手 がけま した。 これ は中堅教員の協力体制をつ くるの には役 に立 った と
思 っています。 また、西ワシン トン大学か らの客員教員にお願い して、週 に3回ほど授業 に協力 してい た
だ き、日本人教員 と二人で教室 に出て、90分を45分2回に分割 し、50入ほどの クラス も二 つ に分け、前半
と後半で学生 を入れ換 えて、少 入数で教 える試み などもして きてい ました。 しか し、先程述べ ました よ う
に、教学の方針に従 って、特別 な予算 を伴 わない改革 とい うことでは、英語教育 の改善 も内部での工夫 に
留 まっていました。
　 それで も、英語教育改革において先行 してい た東海大学や名古屋の椙山女学 園大学の例 などを友人の縁
で資料 を取 り寄せて、内部で研究 を してはい ま した。ですか ら、衛藤学長の改 革の方針 に必ず しも反対 で
はなか ったと思い ます。ただ大勢 の教員 の中 には、 さまざまなお考え もあ り、昔 の象牙の塔 と しての大 学
の イメージか ら、実用的 とい う言 葉にア レルギ ーの方 もいた とい うことで、これは致 しか たの ない ことだ
と思 います。それ より中堅の先生 方を中心 に、新 しい改革の方向へ進み出 したのには、 それまで亜細亜 大
学 に動 きが なかったが、これでいいのだろうか 、とい う事務職 も含んで学内全体 の危機感があ ったか らだ
と思い ます。先生は乗 り気 ではないが反対 は しない とおっ しゃいま したが、実の ところ、亜細亜大学は リー
ダー..シップを発揮で きる学長を待 望 してはいた のです。
小林:有 難 うございま した。い ろい ろな関係者の方々の力があったんだなあと今更 なが らに思い ますが、
それ まで亜細亜大学、いや 日本 の大学に もなか ったような発想ですか ら実現 にはいろいろな障壁があ った
のではないで しょうか。
衛 藤;こ れは今だか ら一,zるのか も しれないけれど、一番 まずい な と思った の は、.'部の英語の先生 の
暗黙の反対ですね。声 を上げて明確に反対意見を開陳するのは、議論できますか らまだいいんですけれ ど、
そ うじゃない人が 二、三人いるので、こればか りはなんとも処置が なかったですね。またそれと呼応す る
よ うに、様 々な理由で反対.をする諸先生方との対応が 一・番難 しか った。正直な ところ、これが..番辛か っ
たですね。 陰でひどい非難 を私にあびせかける先生の ことなど、思い出す とくや しくて夜 半独 りで涙 を流
した ものです。 どう説得 した らよいのか と思 いあ ぐねて、夜 を明か した ことも少な くあ りませ んで した。
小林:改 革に は相当のエネ ルギーが必 要であるこ とは理解で きるのですが 、 その語学 を担 当される先 生
方の中にいら して積極的 に賛成 された内のお 一人である川L」先生 に、 この提案 を受ける側 であった立場 と
してのお話をお聞 き したいのですが.,.。
川 口:そ うです ね、話が唐 突で したか ら皆は 自分の やって来たこ と、すなわ ち教育が全面 的に否定 され
ている と感 じたんで しょうね。　 「今の英語では役に立 たない」 とか、亜細亜大学 に限 らず 「日本の英語教
育は…」 といった議論が さかん な時代背景な どがあって、暗 中模索の 中にいたの は確かです。
　 しか し、先ほど竹前先生 も言 ってお られた ように、英語の先生方の 中にも何か を変えな くてはいけな い
との思いはあったんです ね。そ こに学外か ら来 られた学長か ら、急 に天地が ひっくり返 るような話が出 た
ので、そのス ピー ドと圧倒的 なエ ネルギーに驚いて、勢いネガティブな反応 を引 き起 こした もの と推察 し
ます。正直言って、教 える分野 も文学や言語学 と実用英語との違 いが あって、数学 と物理ほ どの違いが あ
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るにも拘 らず、一一般的 には 「英語教育」 という一卜把一か らげで片付け られてい ましたか ら、 自分た ちの領
域が荒 らされるとの危惧 はあ った と思い ます、,
　そ ういう違 いの部分 を衙藤先生が英語の先生方 と数か月間の絶え間ない意見交換 を されて、徐 々に理解
が深 まり、誤解が氷 解 してい った と聞い てお ります。今 で は誰一人 フ レッシュマ ン ・イ ングリッ シュや
AUAPに不満 をもらす語学教員はい ない と信 じてい ます。
　私 も確 か、学 長と教務主任 との会で、 リー ダー シップ を発揮 して頂 きたいと申 し上げ ました し、その よ
うな意味では、時間は多少かか りましたが、特に事が動 きだしてか らは英語 の先生方は非常 に協力的であ っ
た ように記憶 してお ります。
小林:発 案 者 とそれ を受け る教育現場 か らのお話 を伺 い ました。 実現するに は当然財 政上 の制約 もあ っ
たこ とと思 われますが、財政的な面、例えば学校法人側 の対応 ということで特 に目立 ったもの はござい ま
したで しょうか。
衛 藤:そ の時 は、小 林次 雄常務理事 で したか らお金 のことは非常 に厳 しくて、 そ うい うふ うに専任の 英
語の先生 をアメリカやカナ ダか ら呼ぶ とす れば、5人呼べばいいだろ うと、5人の給料は これ ぐらいだとい
うふうに言った時 に、小林 常務はそれには ノー と言わなかった、,常務 もや っぱ り何か英語教育 の重要 さ を
感 じとって いたんだ と思 うんですね。 もちろん、亡 くな られた当時理事 ・事務局長の鯵坂芳文 さんもそ れ
には大賛成で したね。
ACEと の 出会 い
小 林:法 人も含めて学 内であ る程度の支援 体制が見え は じめ てきた 頃、AUAPと同時 に、短大のJCAPの
前 身でNSAPとい うプログラム も同時進行的 に計 画が進んでい ま した。1988年の2、3月を利用 して実施 し
ま した第.・回短大プ ログラムの現 地視察 を兼 ねてパ シフィック ・ルーセラン大学(PLU>のウィリアム ・
リキ学長 に会いに行かれた ときに、初 めてACE、と言い ますかサム ・シェパー ドさん との遭遇 とい うこと
にな りました。
衛 藤:そ うで したね。あれは、こ うい うことなんです ね。 まず、先ほ どち ょと申 しi二げた ように、AUAP
の プログラムの方が先行 していま した。そ して藤 田至孝教授 を長とす るAUAPを教務委貝会で議論にか け
て、1年間アメリカ に希望者を受け 入れる大学捜 しをやろ うというこ とになりました。 前か ら契約があ っ
たベ リングハムの 西ワシン トン大 学(WWU)は 問題 ないだろ う、それであ と二つ三つ 探せばいいだろ う
とい うこ とで、lg83年の 交換 教 授 だっ たJessc　Hiraoka先生の 紹介 も頂 きなが ら、 「1.・央 ワシ ン 】・ン大 学
(CWU)や束 ワシ ン トン大学(EWU)そ の他数十の大学を候補大学 と したのです。
　 それで木村先生が狛仔 奮迅 で小林 さんと ・緒 に、それ こそ壮烈に交渉 してお金 を値切 った りして、この
大学 ならAUAP受入れが可能 であろ うい う幾つかの大学 に絞 り込む ところまで こ ぎつけ られた。私 も、木
村先生や小 林 さん と　一緒 に何度か アメリカ各地 の大 学に行 ったんです ね。 その 中にPLUも入っていま した
が、その時思い もかけず短大1期 生か らの多 くの不平不満 を聞 くこ とにな りま した。　r寒いのに毛布 を一
枚 しか くれない」 とか、 「皆 スカー トをはい ている、事前研修ではジー ンズだと言ったのに…」、 「メ ー
クはい らないって言われたのに…J等 の とても幼い もので したが、小林 さんは一所 懸命 に応え ようと して
い ました。私 も、そ ういった経験 も含めて留学経験は意義深い ことを説いたと記憶 してい ます。
　私の脇でその様子 を終始 ニコニコ して見 ていた人がい ましたが、それが ドナル ド・ス タージル財 政担 当
副学長だったん です。考 えて みれば木村先 生 にはPLUに元WWUの 友達の ス タージル さん がいて気脈 を通
じてお られたわけです。 だから、PLUでは留 学が 短期 間で もあった し、いろんなこ とが大変スムースに運
び、ほ とん ど数時間の交渉で最終合意 を取 り付 けたんですね。
　 さて、サム ・シェバ・一ドさんとは、PLUでの全 ての交渉が終わって、 リキ学 長が我 々を食事 に招待 して
下 さった ときに初 めて会 ったんで したね。食事 中は、英語だけで したので気付 きませ んで したが、食後 、
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立派な 日本語で話 し掛 けられて面食 らった のをはっき り覚えてい ます。それが きっかけで、翌 日の帰国 直
前の シア トル ・タコマ空港 に急遽来 ていた だい て、1時 間 ぐらい話を しま したか。 ものす ごく立 ち入 った
深刻な議論になって しまいま した。
小 林:シ ェパー ドさん、記憶 を辿 っていた だいて、その時の様子 を少 しご紹介いただ きたいの ですが。
ことに対 して非常に関心があ りま した。我 々について も英語講座 だけで
な くて、PLUの国際交流 または国際教育 を強化で きるようなことであっ
たら、それは歓迎す るというようなことで した。
　そ うい う環境の中で、亜細亜大学のほ うから一番最初の連絡 をど うや
って受けたのかはわか りませ んが、 たぶん財政担当副学長のスタージル　 　、
氏が亜細亜大学との長 いお付 き合いがあ ったとい うことで、彼 からだっ
たんで しょうね。それで、あ まり具体的 な話ではあ りませんで したが 、
シェパ ー ド;そ うです ね。私 とACEとは現 在フ ォーマルには全 く関係 ないのですが 、これは ちょっと し
た背景になる と思われますの で紹介 します。1980年頃にACEが、　PLUのキャンパ ス内 に集中英語講座 を設
けたわけなんですね。 その頃PLUにリチ ャ 一ード ・ユ ンクンツとい う教学
担当副学長がいたのですが、彼は非常に前向きで、特に国際交流関係の　　　　　 .鰹　雛
　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　 寡撫
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　日米教育委員会　事務局長
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　サ ミュエル ・シェパー ド氏
何かII細亜大学とPLUとの問でできるので はないか とい うこ とで、我 々も集中英語講座の担当 として、 そ
の食事に出席 していたと思い ます,,
　我々 としては、日本の大学 または どこかの授業 を開発 するとか、 もしPLUに来 るのだった ら、我々 もた
ぶんそれに係 わるので はないか とい うようなことで、招かれていたんですね、,そこで衛藤先生 と小 林 さん
にお会い したのを覚 えてい ます。その後 シア トルの事務所の方 に、至急空港 に来 て衛藤先生と会って くれ
ないか とい う電話が入 って飛 んで行 ったんですけれ ども、あのランチ はよ く記憶 に残 っていますね。空 港
の レス トラ ンでお会 い して、初めてその時お考えになっていた計画 などを少 しお聞 きしました。
衛藤:二 点お伝え しました。..一点 はこうや ってAUAPが実現 したとす れば、英語の ネイテ ィブの先生が 来
て亜細亜大学の1年 生 から教 えない と、 とても力が足 りないという話で した。 日本人の英語の先生 より、
で きるな らばアメ リカ人や カナダ人 をほ しい と、そ うい う手立 てがあ るか とい うのが ひとつ。 もう一つは
AUAPでアメ リカへ やって来 た学生達 につ いてACEで見 ていただけるか どうか とい うことの二 点あ った ん
ですね。
　テイ クケアは、もう昔話 になりますけれ ども、私は本当に何 回その ために大声 をtげ て怒鳴 ったかわ か
りませ ん。亜細亜大学 では先生方が次々に、 「学生に事故が起 こったらどうする」、 「自分た ちは亜細 亜
大学で学生を受け入 れて、責任 をもって教育 をや っているのに、アメリカなどに まかせる とは何事だ 、そ
の精利1が気 に くわない」 とい うことを言っていかれ ました。又、誰か シャペ ロン(指 導訓育す る同行者)
がついて行 かなければならない。それ も一 人や.二入ではな くて各学部 に一人ずつ とか、そ うい うきちん と
しなければいけないと薄うことで、本当 に難 しか ったですね。 そうい う手 立1てがあるか とい うことを相 談
しました。その二点 です,,
小林:少 し具体的な話 になったと記憶 して いますが、いわゆる当時の伝統的英語教育では、AUAPなど留
学プ ログラム との関係 では不満足 だか ら、 シア トルで 日本人留学生 にかな り集中的な英語教育 をされて い
るACEの経 験で、コ ミコ、ニ カティブな、実践的 に役立つ英語が身に付 くカリキュ ラム を亜細亜大学 にセ ッ
トア ップ してほ しいというような話 も少 し先生が されたんですね。
シェパ ー ド:そ うです ね、先生の言われ た世話をす るというこ とについては、 どういうことを0っ たの
かは覚 えていませ んが、確か に英語教育の ことについては、たぶ ん自信を持 って質問に答 えたと思い ます。
我々は専門家で、カ リキュラムとか先生の募集や採用 については、我 々のほうで できます とたぶ ん答 えた
と思い ます。
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衛藤:そ の通 りです。 その他の ことにつ いて もか なり議論が あ りま した。私がACEのブラ ンチ ・オフ ィ
スを亜細亜 大学の中において、そこで亜細亜大学の英語教育 も市民へ の教育 も.一緒 にやれば、そん なに お
金を取 らなくて もいいのではないか とい うお話 を したの ですが、ACE会長のバー トン ・バー ドさんはな か
なか慎重で全然合意が成 り立 たなか ったですね。 それか ら、PLUでACEが請け負 っている外 国人に対す る
第一二外国語 としての英語教育 に対 し、ACEの方は どこ まで責任 を持 っているのか,,　ACEとPLUとの関係 は
どういうものなのか。 もし、亜細亜大学の学生が行 くとすれば、ACEで学校教師的 な生活全般にわたる ま
での責任 を持って くれるのかということを聞いた ら、NO、教え るだけです と言われ ました。
シェパ ー ド;そ うで したで しょうかね。 通常 で した ら、そ ういうこ とに対 して私 はかな り積極 的だ と思
うんですけ どね。
衛 藤:PLUの学生 と同 じような レジ ス トレーシ ョンで、同 じように体 育館 などを使 える、 しか し、それ
はPLUの問題であってACEの問題 ではないとい うお答 え だったので、 こちらは亜細亜大学へ帰 ってから何
と皆 に言お うかととても困 りました。
シェパ ー ド:確 か に最初はPLUとACEの関係 は、外 国 人に対 する英 語教育部門以外の領域 ではど うい う
ものかは っきりしていませ んで したので、大学を代 表す るような形で責任を持 った回答 ができなか ったの
で しょう。
小 林:我 々 の方 もただ 、ACEとい う非営利の教 育団体 がPLUとの契 約 ベースで、 外国人に対 す る英語 教
育 を行っているとい うことは理解 してい ました。その頭があ りましたか ら、同 じよ うな形で亜細亜大学 で
なん らかの支援がで きませんか とい う話が先生 か らあって、そこか らまず始まったわけです ね。
シ ェパ ー ド:確 か その時の訪問で ポニー ・コス レンの授 業 をご覧にな ったん じゃないですか。
衛 藤:そ うです。PLUで見ま したね。
シェパ ー ド:そ れでかなり気にいって らしたんです よね。それも結構大 きか ったん じゃないで しょうか。
小 林:確 かにその時の イメージが先生 の構想 と強 く共鳴 したんだ ろうと思い ます。ち ょう どポニ ーと言1
う話がで ましたので、最初の二年間一所 懸命が んばって くれたポニー、ラ リー ・コス レン夫妻の派遺 につ
いて触れたいと思い ます。 シS.パー ドさん、いよいよimJ藤先 生か ら頼 まれていざやろうとい う意思決定 を
した ところから、彼 ら二 人を選んで送 り出すまでの ところを少 し簡単に紹介頂きたいのですが。
シ ェパ ー ド:衛 藤先 生 も少 し触 れ ましたが、最後の合意 まで は結構時間がかか りま したね。かな りい ろ
いろ と急 いでや りま したが、私が 日本に行った り来た りして先生 と話 した り、小林 さんと話 したり しま し
たね。その中でどこまでACEのほ うで責任 を持 つのか。亜細 亜大学 のほ うでどれ くらい責任 を持つのか 。
自分の方で どこまで対応すれば よいのか。
　確 かに話 を始めてか らは、ACEとしては非常 に面白い事業、すごい機 会を与 えられたんじゃないか とい
うふ うに感 じま した。ですか ら、 日本 の大学の本 当の改革に少 しで も支援 できるということも、それで コ
ミュニテ ィに対 しての プログラム もで きる というの も非 常に面白かったです ね。ですか ら、大学の改革 に
多少ACEが協力 、支援で きる。それ と同時に、　ACEとしては 日本 でオフ ィスを設 けたいし、何か事業 を展
開 したかったんですか らね。だか ら、それを同時にで きる とい うのは非常 に面 白か ったし、 これはや っぱ
り面白い機会 を与 えられたな とい うのはあ りま したね。
　その中で、合意 して契約 してか ら、たぶん私 の頭に残 っているこ との中で一番大 きか ったのが、や っぱ
り最初の先生方の募集ですね。結構大 きかったですね。プラ ンとかそ ういうもの は、ワープロで書い た り
白分 で想像 した り工夫 した りするだけで非常に面 白いですか らね。 あるいは、まわ りの人とい ろい ろ話 し
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たり、竹 前先生 とEメー ルがなかったか らフ ァックスでや りと りした り、小林 さんと話 していろいろ と作 っ
た り、い ろい ろな案 を出 した りしたと思い ますけ どね。 フレッシュマ ン ・イング リッシュ とかAUAPのこ
とだけで なくて、 やっぱ り3学年の フォローアップ について も非 常に重要では ないか とか、いろいろ私 の
方からかな り積極的 に提案 した覚えがあるんですけ どね,,いまだにその提案書が残っている と思い ますよ。
だけど、その時の事業の中で一番苦労 したの は、や っぱ りそのため に23名のネイテ ィブを募集す るとい う
ことで したね。
23名 の ネ イ テ ィ ブ 教 員 の 募 集 と カ リキ ュ ラ ム
小 林:具 体的 にはACEとしては、 どういう活動が あったんですか。
シェパ ー ド:ACEとしては、やは り徹底的 に良心的にや りたい ということで、全国 に募集 したんです よ
ね。 だか ら、 いろいろな ところに ファックスや手紙な どを送 って、NAFSAニュースに載せ る余裕があ っ
たか どうか は忘れま したが、 とにか くそうい うところに載せた りして、ロサ ンゼルス、ニューヨーク等 方々
で面接 した んです。なるべ く個 人面接 を したい と。電話 だけ じゃなくて。残念 ながら最終的 にはちょっ と
時間的 な余裕がなかったので、4、5名ぐらい だったか人数はは っきりとは覚えていませ んが、最後の とこ
ろで はちょっと足 りなかったので、電話 で面接 したことを覚えてい ますけ どね。だけど、 いろいろな とこ
ろに行 って、直接 面接 しましたね。
　その中で 一番私 が思ってた し認識 してたの は、その時の名前は どうい う名称 を付 けたのか はよく覚え て
い ませんが、 とにか くコーデ ィネーターです よね。私が最初強 く思ったのは、やっぱ りこうい うコーデ ィ
ネー ターは 日本を知 らな くちゃな らないと。 日本での滞在がなければな らないと。そういう候補は2～3名
出て きたんですよ、,だけ ど残念 なが ら、今振 り返 って考 えて見れば残念なことだ と思 うけど、 とにか くそ
うい う人間 を採用 するこ とができなかったんです よね。 だか らもう本当にラス トミニッツになって来た の
で、 じゃあ どうしようか とい うことで、最後 にポニ ーとラリー に話 しをして、少 な くとも1年か2年ぐらい
日本 に行 ってもらえないか ということで した。それで、確 かに衛 藤先生がポニーの教え方を非常に気 に入 っ
たということも情 報 として入っていた し、ACEの活動で も彼女は非常にま ともで、授業の中での評判 もす
ご くよか った し、教育課程 について も非常 に創造的 な考 えを持 っていたというこ とも認識 していたので 、
日本での経験はないけれ ど、総合 的に判断 して まあいいん じゃないか という結論 が出た わけです。
　 まあ だけ ど振 り返ってみると、やっぱ りACEとしては、亜細亜大学の英語 プログラム を援助 している と
いうか、協力する とい うことと同時 に自分の事業 も展開で きる とい う、その二つ のことがあ ったとい うこ
とは非常 に大きかったですよね。特 にACEのコミュニ ティ ・プ ログラムを提供 で きるとい うの は非常に大
きか ったですね。
衛 藤;結 局 、我 々の方はネ イティブが5--6名来 ていた だければ いいだろうとい うのが、ぞ ろぞ ろと増 え
て20何名 までなって、ACEが企画 を勝手 に拡大 して しまったか と思い ました。　 (笑)
シエパ ー ド;確 かに そ うい う覚えがあ りますね。授 業 を30人とか40人で、そんな に多 くはなか ったか も
しれ ませ んが、 とにか く一番 最初の亜細亜大学の案 は、確か に30名ぐらいだったんですか ね。 これは大 変
じゃないか と、 とて もじゃないけれ ど本 当に充実 したプログラムをやるんだった ら、これはや っぱ り15名
くらいに減 らしたい と_。
小 林:竹 前先 生、その辺 の ところは ど うだったで しょうか。 もと もと50人か ら70人とい う学生 を語学 ク
ラスに詰め込 んで 、R本 人の先生が1コマ90分で教 えるのが.一般 的だ った亜細亜大学で 、クラス当 りIS名
とか3⑪名 とか90分を半分に して等 という話が 出た時、何 をお考 えになりましたか。また、いろいろなご苦
労の あと、現在のプ ログラムの原 型ができあが ったわけですが、 プログラム出発 の頃の様子 はどの ような
ものであ ったので しょうか。
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竹 前:臨 時定員増 で、法学 部、経営 学部では575名の学生が 入学 して来 るので、25名でその数字 を割 ・)た
23人の ネイテ ィブ教 員が必要 であ ると話が具体化 して い くわ けです。 これに より日本人の非常勤の先生 の
コマ数が減ることになるの で、専任の英語担 当者 と してはニ ューズ レターを発行 し、非常勤の先生方 に大
学で進んでいる英語教育改 革の内容 をお伝 え して、 ご協力 を願い ました。 日本の大学は非常勤教員で もっ
てい る面があ ります 。コマ数 は減 ら しても、非常勤の教員に将来 とも亜細亜大学のため に働いて もらえる
素地作 りをしてお くとい うことが私の 考えたことです、
シェパ ー ド:確 かに打合せ を重 ねて、か な り進展 してか らは、今先生がお っしゃった ような動 きにな り
ましたけれ ども、 しか し、 もともとの話で は、 当時の英語 クラスの関係 上、亜細 亜大学 としては30名で も
少 ないとい う感 じで した ね。我 々コ ミュニカティブな英語 を推進する者 としては、本 当に充実 した プログ
ラム をやるのだったら、その半分 ぐらいに しないとだめだ とい うこ とをACEなりに提 案 しましたね。
小 林:川 口先生はど う見 ておられ ま したか。
川 口:こ れは 口本の 大学で もほ とん ど実施 されていない大変なプ ログラム にな るぞ と感 じる と同時に 、
当時、教務主任 を してい た ものですか ら、従来の倍以tの クラス数、 しか も45分授 業で したで しょう、 は
た して全学の時間割 の中 にうま く配置で きるか どうか心配 しました。結 果的には他学 部教務主任 の先生方
もこの当た りか ら本格的 に巻 き込 まれ、 ご協力 を頂 くことにな りま した。
山 本:非 常勤 の先生方の勤 務状況 とか いろんな問題 が表面化 して来ていた時 代背景 もあ り ましたので 、
そ うした ところを削 ぎ落 と して、 ネイティブの先生方 を迎えて斬新 なプログラムをやることに大変 な魅 力
を感 じてい ましたね。新たに採用するネイティブの先生 の数と非常勤 の先生の給 与を比較検討 しましたが、
大変 な英語教育改革 が起 こ り得 るとい う確信 に近い予感があ りま した。
　補助金の計算 もしっかりや りま した。 どの ような条件 の契約 をす れば対象になるのか、 ということです。
必要 な条件 をクリアするために、 関係部署 と詰めて、.・つずつつぶ して行 った。 いい経験 を しました。計
算で は、23名の外 国人教員 を採用す ることによって、 日本人の非常勤講 師は、ほ とん ど採用す る必 要が な
いはずだったんです。23名の採用 で、一一人10コマ計 算で週200コマ以 上増えるわけです から,、結果 的に は
そ うなりませんで したが、 当初の 目論見では、かな り減 らせ るという計算で した。
　 このネイテ ィブの先生に よる英語授 業は、私が昭 利38年9月か ら交換 留学生 として留学 した香港 中文大
学の新亜書院 とほぼ同 じや りかたです。それが、亜細亜大学で実現 できることに、本 当に喜 びを感 じて い
ました。社会科学系統の大学 と して、これほど思 い きったことがで きるとは思 っても見 なかったか らです。
小 林:そ うですね。確か に直接関 与 してシェパー ドさんと今 の第2会議 室当た りで打 合せ を行 っている と
きなどは、鳥肌 が立 つような感 じだった ことを今で も覚えています。 それで と りあえずプログラムが動 き
始め ましたけれ ども、カリキュラムの組み立 てと、それか らインハ ウス ・テキス トとかそういった とこ ろ
では、数年に渡って学内で はかな りの議論があ りました、,
シ ェ パ ー ド.え え あ りま した ね,)
フ レッシュマ ン ・イ ング リッシュと教科 書
衛 藤:そ の前 に、一つ加 えていただ きた いの はフ レッ シュマ ン ・イ ングリッシュ導入の引 き金 になった
AUAPパイロ ッ ト・プログラム実施 の決定です、 「とにか くや らせてみろ、事 故が あったら衛 藤が責任 を
持つか らや らせて くれ」 とい うことで、夜を徹 しての教務委員会で、パ イロッ ト ・プログ ラムで40名を2
か月 くらいの期間で送 ってみ ようとい う変なことに なって しまったの です。 わずか2か月間なんて中途 半
端なことは しないほ うがいいと思 ったのですが、先生方が皆さんそれでもぎりぎ りだ とお っしゃるのです。
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小林 さんなんかは苦労 したとryいますが、至急 ほんの2か月 ぐらいの 間に学生 を選んで 、送 り出 したこ と
があるんですね。 それが最初の60名のパ イロッ ト ・プ ログラムだ ったんです。 ところが帰 って来た彼 らが
明朗で積極的に変 わ り、とても良 くなっていたので、それで フレッシュマ ン ・イ ングリッシュに弾みが付
いたんです。　「や りま しょう」 と。反対の声が小 さくなったんです。
小 林;AUAPパイロッ ト・プログラムで行 った学生 と第1回の学生は、フ レッシュマン ・イングリッシュ を
受けないで行ってるんですね。それで、受 けた学生 と受 けなかった学生の評価 を、現地のディレクターが 、
「FEを受 けないで来た1期 生は 日常生活 に慣れるのに平均2～3か月かか ったが、　FBを受けて来た学生 は、
SlsATAC'港に着いてか らキャンパ スに着 くまでのバス の中でほ とん ど適応 して しまった」 とはっ きり言
い切 りました。フレッシュマ ン ・イングリッシコ、のイ ンパク トはそれ ぐらい強か ったんですね。非常 に極
端に聞こえ ますけれ ども、言いえて妙かな とい う気が します 。フ レッシュマ ン ・イングリッシコ.には、 そ
れ ぐらいの効 果があ った とい うこ とではないで しょうか。それか らは、AUAPとの相乗効果で存在感 を強
烈にア ピールするようになった ことは確かです 。 とにか くそ うした経 緯で、ネイティブの先生の人数が 企
画の段 階か らドンと跳ね上が りました。法人か らは財 政的見地 か らということで非常勤講師を数十 名滅 ら
してバラ ンスさせ ようと言 った話 もあった と記憶 してお りますが、カリキュラムとか教科書問題につい て
は、川口先生 や竹前先生は どの ように考えてい らっ しゃいま したか。
川 口;カ リキュラムに関 しては、授 業目標 、目的をどの ように設定すべ きなのか、45分で週4回あるいは
5回の授業 にどの ように単位 を配当すべ きか、 日本 人教員の係 わ りをまった く無 くして しまっていいのか、
この当た りの解決が急務かつ困難な問題 だったように思 います。
衛藤:実 は、英語 の教 員の中で真面 目な方々は、新 しい体制 を建設するために非常なご苦労 をなさった。
そ ういったご苦労 を予 期 して、私 は語学の授 業 を他 の授業 と同 じく1コマに数 えるように改革 していた の
です。そ れまでは外 国語授 業2コマ で他の授業の1コマに数え るや り方 でした。 もちろん他 の授業の担当 教
授 からは、自分たちは しば しば数 時間かけて授業の準備 をす る。 それ を外国語の初歩の授 業などと同じ負
担 に数 え られるのは不公平だ、 とい う反対 があ りま した。それ を押 し切って外国語の先生 に有利 になる よ
う改革 したのは、身 を粉に して新 しい英語教育体制 を作 って頂 きたか ったか らです。
竹 前:そ のよ うな環境 下で英語教育が で きることを可能 にした支援 体制に感 謝 してい ます。 この プロ グ
ラムの特徴 は、一 つは クラスサ イズ が25人とい うこ と。二番 目に45分を週5回お こなうこと。三番 目はプ
レイスメン トテス トをして、学習者 の英語 力を調べ、 その到達度 に合 わせた授 業 をすること。 四番 目に、
授業 は週 にネイテ ィブ教員が4回、 日本人教員が1回を教 え、双方が連絡 を取 り合 って、協力 して教 える こ
となどです。
　教科書 は、 ポニー ・コス レンが提案 したシラバ スを我 々が承認 し、彼女がそれ までの亜細亜 大学 での 課
外授業での経験 も生か して作 成 しま した。 まず、高等学校 までの英語教育で、 ヒア リングの力が どうして
も欠 けるので、こ れに力を入れ、次 にス ピーキ ング にもって行 くことに重点をおきま した。4技能すべ て
にFIり教 えた わけですが、力点は聞 くこ と、話す ことにおかれた とい うこ とにな ります。
川 口:ACEとの 関係 変化、 ポニ ー達の帰 国と共に教 科書 について も新たな出発 となり、検 討が 開始 され
ました。 まずは全 クラスに共通性 を持たせ るには、テキス トを統一 したほうが よかろうとい うことにな り、
共通 テキ ス ト開発か ら手 を付 けた と記憶 してお ります。 その内容 も、会話ばか りでな く、大学生の レベ ル
に合 った内容 を含む ものを材料と し、総合 的に英語力 を伸ばす ことを目的 とした もので した。 また、学 生
のレベ ルの違いから、一冊のテキス トでは間に合わず、取 り扱 う トピックに共通性を持たせたレベ ルの違 っ
た3種類 の教科書 を開発 した と思い ます。
　 この開発 には、オ レゴン州立大学 英語教育研究所か らのア ラン ・セ ラーズ とセ ラ ・リリング両氏 の二 年
闘の指導の もとネイテ ィブ教員が 中心 とな り、研究所 に属 した外国人教員 と日本人教 員が加 わ りま した 。
数度の改訂作業の後完 成 しましたが 、翌年 には まった く新た なテキ ス ト開発な ども続 いて行 われま した。
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4年間か ら5年間、 この ように亜細亜大学独 自のテキス ト開発 が行 われま した。 その後、 この英語 プログ ラ
ムの安定 とともに、テキス トで統 一 を取 ろ うとするの でな く、学生 の能力 に合わせ たクラス分 け、授 業方
法、授業 目的で開講全クラスに平等生 、共通性 を持 たせ ようということで、全 クラスが統一 テキスi・を使
用す るとい うことがな くなった と理解 しています。竹前先生 からもう少 し違 った角度か らお話が うかが え
るとおもい ますが…。
竹 前:こ の辺 で、あま りか たい話 だけでな く、最初の数年の苦労 話 を付け加 えます。 コス レン夫妻が 中
心 になって このプ ログラムが始 まった頃は、教授会 も非常 に神経質で した。従 って、教員規程 に則 って資
格の ある教員 をACEを通 じて リクルー トした わけです。結 果 としてPh,D,(博士号)の 持 ち主の三入 を加
えて 、かな り年配者の多 い一団がキャンパ スに来 たわ けです。当時 アメリカ大学のH本 分校が続々出来 て
お り、JALT(日本言語教育 学会)の 機関 紙な どでの求人広告 を見 る と、 自分 は他の大学や 教育機関で は
所長 にな り、月給50万1'Jはもらえる。亜細 亜大学の待遇 は低す ぎるとい う種類の不満がで ました。　 も う
一つ はコス レン夫妻は頑張 っているが、経験 ・学識か らいって上回 る人 たちを指導管理する となる と、難
しい 面が出て しまい、この夫 妻が高圧 的にでると、それが逆効果に なるとい う状況 もあ ったわけです。 当
時、 わた しは国際交流委員長 の任 にあ り、英語教育研究所のあ る3号 館 と英語担当者で利用 している共 同
研究室や教務部の ある1号館の中間 にある建物 に事 務室 があったので 、仲介役 と してい ろいろ相談にの り
ま した。不満の持って行 きよ うがない八つ 当た りもあ ったのです。客員教員の一部の先生たちは専任 で あ
るアメリカ人教師が、自分 たち と別格 でいるのが け しか らんと乗 り込んで来 ました。亜細亜大 学の待 遇 に
不満 を持 ってア メリカ大学 の分校へ移 った人たちの多 くは、その次 の年 には、その分校 が潰れる とい う状
況で職 を失い ました。このよ うな歴 史が あって、や っと今の比較的安定 した雇用 の関係 に到達 してい るわ
けです。
衛 藤:そ うで したね。本 当にいろんなこ とがあ って大変で した。
武蔵 野 アーム ズの建 設
小 林:II」本 さんとサ ム ・シ ェパー ドさんには、客員 教員宿舎の建 設 について、少 しお聞 き してお きたい
と思 います。
山本:… 番 最初宿舎の建設は、ご記憶 にもまだ新 しい と思 いますけれど も、5月の連休明けまで武蔵野 アー
ムズが間に合い ませ んで したので、 第咽 目の人は 、まず最初 に着い た 日に成田で出迎 えて、 そのま まセ
ミナ ーハ ウスに連れて行 ったんです。
シ ェパ ー ド:あ れ は よ く覚 え て ます ね。 そ の 時 バ ー ト ン ・バ ー ド会 長 も・一一緒 に 来 て い た ん じゃ な い で す
か 。 み ん な 一一一緒 に 来 た ん です 。
衛藤:犬 か猫 もいま したね。
山 本:そ うです、猫 も　・匹一.・緒に来 ま した,そ れで猫の宿泊先 の問題 に発展 しました。それ を2週間 ぐら
い続けた ら、や っぱ り先生方が だい ぶ疲れてきま した。 大体4月の中 旬 ぐらいか ら正式 に授業 が始 ま りま
したが、それ まではセ ミナーハウスだったんですけれ ども、それか ら連休が明けて武蔵野 アームズが で き
るまでの問 を、古祥寺の東急 イ ンに個 々の部屋 をとって人 って もらい ました。
シェパー ド:そ の前年、1988年の秋か ら教材開発や フレッシュマン ・イングリッシュ開講準備のため に、
コスレン夫妻が来ていたんですね。
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衛 藤:よ くわ からないけれ ども、東急 インに一 ロー仮 に収容するこ とについて 、常務 と安藤 健経理部長 か
ら猛烈な反対があ りま したね。 どうして ちゃん とセ ミナーハ ウスで安 くきちんとやってるの に、わ ざわ ざ
東急 インみたいな贅沢 な所 にと。東急イ ンも　 i!iだったんです よ、,我々 が居 た頃は。大変 な贅沢な所だ か
ら。そ こへ入れるなんて先が思いや られ ると,,それでなんだか知 らないけれど、私が間 に挟 まって弱っ た
んですけれ ど、なぜ東急 インに移 さなければな らなか ったんで したか。
山 本:そ れは 、一端授業が 始 まるとで すね、 月曜 日か ら金曜 日まで毎 日、 日本 語 もできない人たちが 日
の出町のセ ミナーハ ウスか ら8時50分に始 まる授業 には とうてい通 え ないだろ うという ことで、苦肉の策
で移動 して もらったわけです。
衛 藤:通 えない とい う君たちと木村先生の判断があ ったわけですね。
山 本:そ うで すね。本人た ちは当然何 も知 りません けれ ども、で きないだろ うと。 それか らやっぱ り、
コスレン夫妻の強い要望で 、 「あれは遠す ぎて通勤に疲労 して しまい、授 業に集 中で きな くな りますよ」
とい うような話があって、 なん とか しろ とい うことで した。
衛 藤:そ れで、結局移 れたんで した っけ。
小 林:は い、結局2週間程度はやっぱ り東急 インで個 々に生活 したんで す。あの狭い ところで。
衛 藤:で は 、 よか っ た です ね。
小 林:た だ、我 々の方は、 ホテルだか らす ごくいい だろ うと、で きてあまり 日の経 っていない新 しい ホ
テルで したか らいいだろうと思 ったのですが、やっぱ りシングルルーム というの は非常に狭いんですね。
ですか ら、そ こでの滞在 というのは非常 に辛か った ようです。 ましてや、猫 を連 れて来 られた先生 の場 合
は、東急 とのや り取 りというのが大変で したね。
シ ェパ ー ド:そ の前 に も、いろいろ宿泊 について議論 した り、一一番最初にほかに候補が出ていたんです
よね。
小 林:そ うで す。宿舎 は山 本 さんが担 当 され ていた ので、その辺 のいきさつ をご紹 介いた だきたい と思
います。
山本:宿 舎の準備 に入 ったのは、このコス レン夫 妻が来 られて、プログラムが動 き出 してす ぐの頃です。
計画の 正否は、宿舎にあると思 ってい ましたか ら出だ しは早か ったんです。先 ほ ど来、セ ミナーハ ウス
とか東急 イン利用 な どというと、ずいぶ ん無計画であ った ような印象を受ける
か も しれ ませんが、実 際はそうで はあ りませんで した、
　大学近所の 自動 車関連企 業とは、建築士 を交 えて、再三話 し合い、宿舎建 設　　　　　 儲 輝
の 了解 を得 てい ました。だから、十分 に問に合 う予定であ ったのです。それが、
:ヒ壇場 になって駄 目になって しまい、随分慌て ま した。建設 中だ ったスキ ップ
通 りの 正0階建てマ ンションの家 主とも話 し合い ましたが、完成が8月ということ
で 、4月入居 は無理 とい うことで、これ も諦 め ました。管理 問題 も任せ られ、す
ばら しい条件の ところで本当に残念で した。紆余曲折 を経て、今の大家 さんに
ようや く決 まり、突貫工事で したが、 重か月完 成が遅 れ、先 生方には、 「セ ミナ
ーハ ウスだ」、
ま した。
　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　総務部長
　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　 III本　忠士
「ホテルだ」 となって申し訳 な く思い ました。東急 インに も随分 ご無理 を聞いていただ き
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シェパ ー ド.そ れで最終的に武蔵野アームズに入るこ とになったわけです ね。
小 林;時 間が かか りま したが、今 もって問題 の尾 を引い ているこ ととい うのが 一つあ ります。 当時の 山
本部長 とサム ・シ」.パー ドさんのお一:入がです ね、 アメリカ人 とか カナダ人だけれ ども、 日本 に来 るん だ
から絶対に畳だ ということに非常 に固執 したんです ね。 それで、私 だけが とにか くウッデ ィフロアーに し
てくれ とお願い したんですが 、結局2対1で押 し切 られ て、全部屋畳 にな ったんです。それがIO年経 った 今
でも、表替えであるとか虫が わ くとか のいろんな問題で、宿舎担当の三澤勝君が悩 まされてい るのが、現
実なんです。
山 本:畳 の問題は、仰せの通 りです。 こだわったのは、 日本家屋 、特 に畳 の持つ多様な用 途です。狭 い
空間 しか提 供できませんか ら、応接間 になった り、居間 になった り、寝 室に早 変わ りする畳 部屋 の空間が
よいのではないか、 とい う発想で した。 アメリカ人教員に畳文化を知って もらえるのではないか、 との思
い もあ りました。現場のて ま ・ひまの問題か らい うと、申 し訳ない面 もあ りますが、マイナスばか りで は
ない、 と思 っています。
シ ェ パ ー ド:で も そ れ は、 や っ ぱ り ミスで したか ね。 今 考 え る と… 。
混迷の 時代
衛藤:話 は変わりますが、その当時、給料の ことでずいぶん争わなかったです か。
小林:争 い ました。当事者 と して.一一番 苦労 され た川 口先生に闇の 時代(笑)の お話を頂 け ればと思 い ま
す,,
川 口:闇 ではな く、混沌 とした 時代 で したね。(笑)研 究所が創設 され、 最初の2年間は コス レン夫妻 が
実務 的な面 をすべ てこな して くれて お りま したが、3年目か らはそれ がすべ て大学 にまか され たわけで す
から、最初 は右往左 往 しました。給与 については、給 与表は作成中で したが、大学側 は非常 に協力的であっ
たと思 います。やは り難 しか ったのは、各教員の給与 を決 めるときで した。それ までの経験 を考慮すべ き
か、年齢で考 えるべ きか、亜細 亜大学での経験を基に算 出すべ きか議論があ りま したが、結果的 には、 亜
細 亜大学での経験 を基本 とする ことに しました。 ところが 、予想 された ことですが、すで に他校で経験 を
積 んでい る教員、能力のある教 員等か らの不 満が出、その対応 に苦慮 した ことを覚 えてい ます。契約書 を
交 わ した後 にそ うい う不 満が出、面談を求めて きた教 員もいました。面談は しましたが、すで に提出 され
ている契約書 を理山にすべ て要求は受け付 け ませ んで した。
　給与以上 に、大変であったのは、契約更新 で した。1年契約で契約 更新 は2回まで としました。 カリキ ュ
ラム安定のためには もっ と長期 に雇用 すべ きだとの意見 もあ りましたが、契約期 間 と雇用の関係、新鮮 な
教員の採用 を考慮 しそのように したわけです 。従 って、毎年 各教員のエバ リュエー ションが必 要 にな りま
す。 そのための資料 として、学生 評価 、研究 活動、委員会活動、授 業参観、面接 他いろいろな もの を使用
しました。契約 を更新 しない と申 し渡 した教員か らは、偽 善者 とのの しられた こともあ りました。(笑)
　英語教育方法につ いて何 も知 らない者 、私 のことですが、その人の授 業評価は信 頼がおけない とも言 わ
れま した。契約更新 をしない理 由を求める内容証明付 きの手紙を弁護士か ら受け取ったこともあ りました。
この件は、 こち ら側 も弁護士 をお願 い し、小林 さんと弁護士事務所 に行 った りするな ど、や り取 りが一一年
半 ぐらい続いた と記憶 してお ります。 そのうち先方か らの手紙は来な くな りま したが。こち らには、契約
更新 を提示 しないだけの理 由はそろっていま したか ら恐れ ることはなかったのですが、あ まり気分がい い
ものではあ りませんで したね。小林 さんなどは小心者の私 と違って、む しろ戦 うこ とに ファイ トを燃や し
てお りました。　 (笑)大学 の名前 がマスコ ミに出て、 もてあそばれるのが 一・番の心 配で した。
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衛藤:研 究所 創設時の諸問題解決 は、木 村先生や久我先 生にまか せてお きました し、1、2年でかな り落
着いた もの と感 じてお りましたが、中興の社1.ともい うべ き川口先生が それほど苦労 された ことまではあ ま
り具体 的には聞き及ば なか ったのは申 し訳あ りませ んで した。学長室の 山本 さんや金 子郁雄さんが、学 長
には心配かけまい と して情報 をくれなかったのか も知 れませ んね。 それで も、学長室に直訴 して きた入 も
何人かい ましたよ,,
小林:情 報公 開 を打 ち出 し、学長室の ドア も皆 さん に開いてい るか ら、学長 に言 いたい こ とがあれば誰
で も自[hにどうぞ、 とい った方針が徹底 されていた時代 で もあ りま したか ら、当時の英語教育研 究所の先
生方 も現場 の我 々に言ってもらちが開かない と判断 して、学長室 に飛 び込 んだ んだと思い ます 。いわば駆
け込み寺のように考 えていたふ しがあ りました。そ う言った意味で は、対-応策 と して全ての情 報が学長 に
あがっていないと困 られ る場面 も多か ったのではないで しょうか。
　同 じような立場 に居 られ たのが、ACE側では シェパー ドさんだったので はあ りませんか。
シ ェパ ー ド:ま さにそ うい う状況だ った と記憶 してい ます。私 がACEに関わっていた間中、教員 と大学
側の中にはさ まれていたような立場で したね。 とい うことは、私 と しては、先生方か らのいろいろな要望
と、 もちろん亜細亜 大学の言い分 も聞いてい ました。今 考えると、私 は両方 に話 さなければな らなかっ た
んですね。両方を説得 しなければな らない。だか ら、両側 か ら斬 られていた とい う感 じですね。亜細亜大
学の方か らはそんな斬 られたとは感 じませんで したけれ ども、先生方 はか なり厳 しかったですね。たぶん
里00%は納得 した ことはなかったと思い ますね。最後 には先生方だけ じゃな くて、コス レン夫妻か らも私
に対 してあ りま したね。　「もっとしっか り代弁 して下 さい」 といったことで した,,
小林:特 に最 初の2～3年間 ぐらいは、身分の所属 がダブル ・ア フィリエー シ ョンというこ とで、ACEの
身分 もある し亜細亜大学の 身分 もあ るとい うことで、先生方は揺 れていましたね。 自分の都合のいいほ う
に揺れ るということで、ちょうど中間 にいたのがシェパー ドさんということだ ったんですね。
シ ェパ ー ド:そ うです。当時 は確かに まだ実験段階み たいな ものだったと思 いますね。亜細 亜大学の方
は、初めか らこうでなければならない とい う固定的な考 えを持 ってい ま したか。
衛 藤:い え 、何 もな い です よ。
シ ェパ ー ド:そ れは、展 開 しなが ら固 まったことです よね。
衛 藤:そ うです ね。例 えば、今それで思 い出 したの は、お給料 の ことであ ま りもめるので 、それでは積
極的 に市民に英語 を教 えて、お金 を取 った らいいだろ うとい う話から、有限会社 を作 るとい う話 もあ り ま
したね。そ うい うこ とも初めの間 はあ りま したね。
シ ェパ ー ド:実 際に有 限会社 を作 りましたね。本 当にある意 味では理想とい うか、全 く特に 日本 と して
は新 しい ことをやろ うとしていたんですね。ですか ら、最後にそれが できなか ったとい うのは、い まだ に
残念 だった と思い ますね。亜dfl71[大学 としては、たぶん.一応 目的になっていたことはほとん ど、　ACEの協
力 と しては得 られた と思 います けれども、ACEの観点か らみる と、ち ょっと惜 しかった面があ りますね 。
最終的 にそ うい うアイデアリスティ ックな、同時 にキ ャンパス内でプログラムが できて、 ちゃんと黒字 で
事業がで きるこ とを考えていたんですか らね。 日本では非常 にこれは新 しいもので、面 白いん じゃない か
と私 は思 ったんですけれ どね。
衛 藤:私 も今 で もそう思 ってい るし、 あれは、あ なたの後に来 た 日本 のことをあ まり知 ら ない後継者 が
ぶ ち壊 した とい う印象を持 っています ね。
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シ ェパ ー ド:私 は、行 った り来た りして いて長 くは居 なかったんです ね。私が最初 か らず っと居 れば 、
ちょっ とは違 っていたかな と自分では思 っているんですが、最初は もちろんコス レンご夫妻 にほとんど ま
かせていたんです よね。それは、 もちろん長所 、短所 があ りました よ。熱心にやっていたことは間違い な
いんですがね。
小林:ポ ニー、 ラリ 一ーのあ とは、 日本 人の方 と結婚 して金沢工業 大学 にい ったジa‐ ジ ・ス テンソン氏
で したね。彼 に1年か2年まかせていたんですね,、
シ ェパ ー ド;彼 は、実は 日本 に居 たこと はあ ったんです けどね。だけ ど、あま り積極的でなか ったとい
うか、ち ょうど難 しい ところに入 っていたんですよね。 というの は、亜細 亜大学の側か らみれば一番最 初
に頼 んでいた事業は、ほ とん ど達 成 した ということもあ りましたね。 です から、亜細 亜大学の方か ら特 に
抵抗があったとい うことではな くて、亜細亜大学の方 にはあま りインセンティブがなかったんですね、,我々
としては まだあったけれども、大学側 としては、 もうほ とんど必要 なことはや ってもらったとい うことだっ
たんで しょう。
小 林:基 礎 的な部分 を作 り上げていた だいた後の インセンティブが、ACEになか なか なかった というこ
とですね,,
シェパー ド　 です か ら、何 かや ろうという気持 ちが まだ残 っていたのはACE側だけだったんで しょうね。
衛 藤;そ れで も私 は、武蔵 野市の国際 交流課 や小金 井市の そうい う担当の課 などに電話 をかけて、市民
のための英語教育をや りたいから会って くれないか と言って、誰かあ なたで ない人が会 いに行ってますよ,、
シ ェパ ー ド:一 番最 初ラ リー ・コスレンがか なり開発 しましたよ。彼 はもちろん 日本のことをほ とん ど
知 らない し、 臼本語 も分か りませ んで した。ですが結構熱心 にや りま した。結構 熱心にやって くれたけ れ
ども、残念 なが ら日本語 を全然知 らなか った。
小林:衛 藤先生がお っ しゃったよ うに小 金井の市民 の会 とか武蔵野 市 とかから引き合 いがた くさん来て、
ACEとして も対応 しようと したんです が、彼 らにとっ てはもう 一つの 障壁 があったんで す。それは、9時
か ら5時40分までの1限か ら5限の授業時 間帯では 、教室 を使 わせ ない という教授会決定が あった んで すね。
そ れでがん じが らめの拘束状態で した。唯 一許可され たのがお昼の時 間か ら3限にかけ て、いわゆる主婦
で勉 強 したい人が近 隣の公団 当た りに もいるだろ うか ら、そこだけは是非お さえ させて くれ とい うことで、
空いてる教室が もしあれば3限目だけはいいだろうとい う特別許可 をいただきました、 それ以外は夜 だけ、
しか も5時40分以降 しか許可がでなか ったので、駅から遠 い亜細亜大学 と してはちょっと客が集 まらなか っ
た,,それに、 フレッシュマン ・イングリッシュが軌道 にの り始めてか らは、フ レッシュマン ・イング リッ
シュが なか ったAUAPI期の学生達がコス レン夫妻の授 業 をとっていたほ ど、興味 を持 たな くな って いた。
それで、 一挙に需要がな くなって しまったんですね。
シ ェパ ー ド:そ れ と同時 に、大学内のプ ログラムと して どの くらい報告がで きるか とか、或 はどこまで
で きるのか とか、最 終的 にはやは りACEセンター として事業開発を しなければならない、売 り上 げを出 さ
なければな らない、黒字 に しなければな らない、 とい うことがあったんですよね。 だか ら、その 中でどの
程度 まで大学のほ うで援助 して くれるのか、サ>r°°一 トして くれるのか、そ ういうことが まずあ ったんです
よね。第2に我々 としてあったの は、これ もまたここに なってやっ と言 えるの ですが、AUAP側か らや っ
ぱ り英語教育に対 して強い関心があ ったわけですね。
衛藤:は い、それは当然 です ね。
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シ ェパー ド:そ れ は英語教育への 関心だけだったんです かね。1～2回、AUAPの5大学の関係 者が集 まる
コンソーシアム会議に参加 しましたね。だけ ど、ACEとしてそ れに出席す ると、　 「なんでACEからこれ に
参加 、出席 しているのか」 とか、或 は最初か ら 「そうい う英語 プ ログ ラムは、 やっぱり我 々だけでで き
ます」 とい う人も結構い ましたか らね。特に西ワシ ントン大学 とか もうすで に集 中英語講座を経営 して い
たところは 。ですか ら、そ うい う組織 間 の緊張 もあったんだ と思 い ます。 それか らますます大 学へ の
AUAPからの影響が強 くなっ たんです ね。 だか ら、い ろいろな ものが入 ってきた結果、　ACEの役割が徐 々
に薄 くなって きたんですかね。
衛 藤:お っし ゃる通 りで したね。 そうですね。その通 りで した。私達 と直接 話 を しましょ うと言 った コ
ンソーシアムの5大学 の合宿が あったの を思い出 して きま した。
シ ェパー ド:そ うい う一種 の緊張状 況が あ りましたので、実 はそれについ ては あん まり直接 的な話 しを
しなかった んですね。私 と小 林 さんで も。お互 いに気付 いていた んですけ どね。私は認識 していたんで す
けど、 しょうがない と思 ったんです よね。少 し話 したか もしれ ないですけれ どね。
小 林:え え、 おll:いに分 か っ て い て 、 そ れ とな しに娩 曲的 に は話 した と思 い ます 。
シ エパ ー ド:話 しま したが、あんま り大学側 としては、オフ ィシャルには反応が ち ょっ と曖 昧で漠然 と
していましたね、は っきり旨 うと。
小 林:そ うですね,、そ うだ と思い ます。両者間の契約の根本 に触れる問題で したか ら…。
シ ェパ ー ド:そ れ は 分か ります よ。や っぱ りその コンソー シアム に参 加 してい る大学側 と して は、
AUAPと英語教育 を一緒に して、お互いに助 け合 うように しないのか というのが当然の話だと思 います よ。
そっちの観点 からみ ると。
衛藤:中 央 ワシ ン トン大学で この世話 をした人 といろいろ話 していて、 「私 のほ うでACEからフレッシュ
マン ・イングリッシュの授業 を持 って くれる先生方 を呼ぶか ら」 とい う話 をした ら、 「それは 自分 たちが
手配す るか ら」 と壽われて、 「いや もう向こうの ところに頼んであ るか ら」 と言 った ら、 「それはまず い
ん じゃないか」 と、1私 の ところは島根大学 とやっているけれ ども、 ちゃん と島根大学は中央 ワシン トン
大学 を信用 してや ってい る」 と、,「聞 くところによると亜細亜大学は島根大学 よ りうん とレベ ルの低 い大
学 だ」 とそ う言う話で した。
シ ェパー ド:確 か に 一番最初にかな り大 きな問題 にな ったの は、採用 のことです よね。 一、二年ACEに
委託 してい たことを、 じゃあこれか らは直接とい うことにな って、それが結構大 きな転機 で したね、,
小 林:そ の辺 の ところの本 当の事情 とい うのは、その時は話がで きていないはずです よ。 シェパ ー ドさ
んと私の問で もそれはで きていない。なん とな くお互 いに思い なが ら、その辺はそ うなのかな というこ と
で したね。
衛 藤:い ろい ろな ことがあ りま した。 本当 に。例え ば、木村先生 が、　 「エレ ンズバ ーグは やめたほ うが
よか ですば い、島根が随分悪日ば言 うとりますけん」 と11って、やめ うって言 うんです よ。それで僕 は 、
!せっか く話が続いているんだ し、むこうもあれ だか ら知 らん顔 してやろうよ」 と言って、断行 しま した。
結局 こっちの方が最後は島根 よりずっといい関係 にな りました。あの時、 シア トルの総領事の永 井さんが、
私 たちに 「悪 い学生 を送 らないで くれ」 と、嫌 みを言われたの を じっとこらえた こともあ りました。
小林:そ の方は、あの頃中央 ワシ ン トン大学か ら頼 まれて非常勤 講師 をやっ ておられた よ うで、その大
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学 とのつ なが りが非常 に強かった人です。ですか ら、そ うい う影響 もあ ったのか も知れ ません。
川 口:そ の当た りのい きさつは知 りませんで したが、3年目からは、ACEだけでは なく、広 く教員 を公募
しようとい うことになって、日本 人教員 も含めそれぞれの教員の恩師の勤務 してい るアメリカの大学へ声
をかけた りしましたが、 あま りうま く機能 しませんで した。亜細 亜大学教員募集要項 を掲示板に貼 り付 け
るだけの ところが多かったようです。紹介 した教員に対 し責任を持つ とい うこ とがなか ったですね。こ れ
らの大学が リクルー トの拠点校 になってい くことを望んでいたのですが…。その後、面接を重視 すると言
うことで、TESOLの大会 に出席を し募集 など もしま したが、3月に開催の大会ですか ら、採用 は翌年と言
うことになって しまい、採用候補 とした良い入材はそれ まで待てず、他の学校 へ行 って しまうとい うよ う
なことが多々あ りま した。
小林;採 用決定後で も、 また成田空港 に出迎 えて も来ていないとか、 ドタキャ ンの辞退者 もあ りま した。
川 口:現 在で もその ようなこ とは起こ ってい ると思 います が、その たびにあ わて ま したね 。辞 退者が出
ると、人事委員会、教養部正教授会、ビザ 申請と時 間が非常にかかるのです。そのような状態のなか から、
AUAPコンソーシアムを採用 拠点に し、面接 な ども して もらうとい う案 なども出て実行 しま した。現在 で
は、 どの ように進 んでいますか。
小 林:AUAPコンソーシアムか らの紹介 を中心に して、　FEとAUAPのカ リキュ ラム ヒの リンクを効 果的か
つ有機的な ものとす るように務めてい ます。3、4割の新任教 員がコ ンソーシアムか らとなっています。 そ
の他、重点大学と してESLで有名な アメリカのサ ンフランシス コ州立 大学、モ ン トレー国際大学 、北 ア リ
ゾナ大学、t一 トラン ド州 立大学、 イリノイ大学アバ ナシャ ンペ イ ン校 、カナ ダのブ リティ ッシコ、・コ ロ
ンビア大学、イギリスの レディング大学、ア イルラ ン ドのダブ リン大学等などに募 集を依頼 しています 。
最終的な ドタキャン対策 として、国内募集 も全国語学教育学会(JALT)を中心 に募集活動 を展 開 してい
ます。
　最新の募集活動 としては、平成lI年4月1口から国際交流部の ホームページの中 に英語教育センターのペー
ジも開設 して、イン ターネッ トによる出願 を受けられるよ うに してい ます。事 務作 業の効率化 となれば と
い うことです。
川 口:優 秀な教員採用 は教育の根本ですか ら、なん とか採用過程 をスム 一ーズに したい ものですね。
21世紀 にむけて
小林:さ て、衛藤先生の発想 か ら今 日まで を大 ざっ ぱにで はあ りますが、今 まで語 られな かった部分 を
カバー して頂 きましたので、最後 に、次の10年111といいます か、21世紀 に向けた英語教 育セ ンターの方 向
性、言い換 えれば、将来像 について皆様 に一一言つつ お願 い したいと思 い ます。
衛 藤:私 は非常 にはっきり とお願 い したい。やは り学生の ための教育 だとい うことが、と もす れば忘 れ
られがちな状況を改 めて行 く、そ して、随分良 くなって来 た、随分学生 のため だ とい うことは理解 されて
くる ようになったけれ ど、 もう...一歩 だということを強調 したいですね。 それか ら第2点は、単 なる英語 教
育ではな くて、大学の英語教育だ とい う自信 を持って、学生 の能力 に応 じて少 しずつ専 門の、例 えば歴 史
の教科書 を使 って歴 史を討論す るとか、あるいは経済学 、ボ 一ール ・サ ミュエルソ ンな らポー ル ・サ ミュエ
ル ソンの経 済学を議論す るとか、そ うい う方向に少 しずつ行 くべ きだと、それだけ程度 を上 げて学力 を上
げていかなければいけない。
シ ェパー ド:私 も全 く同感です。英語は英語で充実 してや らなければ ならない し、ま して もっと高度 な
形 でや らなければならないか もしれ ません。だけど、 それはそこで終わるので はな くて、や っぱ りあ くま
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でも言葉 とい うのは道具ですか ら、それを利用 して衛藤先生がお っ しゃるように、正規の授業 を英語で 受
けるとか、 とにか くそ こまで もっていかなけれ ばならないと私は思 います。先ほ どちょっ と触 れま した け
れども、10年前に一番 最初 に亜細亜大学 に提出 した案に確 かにそれは書い てあ ると思い ます。AUAPから
戻 ってきた ら更に一ヒ級 の英語で授 業を受 けなければならないのでは ないで しょうか。それは必修科 目で な
くてもいいか も知れませ ん。本当に確実 に英語 を身 に付 けたい とか、あ るいは国際人にな りたいとか、 こ
れか らの グローバルな社 会のために必要 な能力 を身 に付 けたい とかい う人だけ を対象 とした選択科 目で も
いいかの しれ ません。 理想的には全員必修科 目に したほうがいいで しょうが、それがで きなければ、少 な
くとも国際関係学部とかに限って英語 で授業 を行 うことを3年生、4年生の レベルで どん どんや るべ きだ と
私 は思い ますね。そうい う教 育に英語教育 センターが参画 してい くことが有効 な入的資源 の活胴だ と思 い
ます、,
山本:1.1本で も会津大学 とか宮崎国際 大学 な どが、英語 による授 業を中心に据 えて、頑張 ってい ます 。
亜細亜 大学で もボス1・AUAPということが言われて10年経 ってもまだそ れが実 行 されていない。学生が 英
語 による授業 をこなせ るよ うになれば、世界中か ら先生 をお招 きす ることがで きます。亜細亜 大学のio年
間の英語教育の実践 を見て も、教授会が本 当にや る気 になれば、かな りの ことがで きる、とい うのが実 感
です。 よい大学にす る責任 は学生 にはあ りませ ん。1から10まで大学側 の責任 だと思い ます。
　厳 しい時代ですが、亜細亜大学が、本当に国際 的な大学 になるため には、英語教育 やAUAPの経験 を、
専門分野に どこまで活 か していけるか、 とい うことの ような気が します。
川 口:フ レッシュマン ・イ ングリッシ ュ ・プログラムだけが独立 していては 、効果は知れ ていると思 い
ます。亜細亜大学の英 語プログラムあ るい はカリキ ュラム全体のなかで このプロ グラムをどの ように位 置
付け るのか とい う議論 に なるか と思い ます。細部 のことを言 えば、この プ ログ ラムをAUAPとどの ように
ドッキ ングさせるべ きか ということはすでに検討 されてきま したが、それ に加 え、AUAPに不参加の学 生
の英語 クラスとどのように ドッキングさせ るべ きかということも検 討されねばな らない と思います。また、
高校英語教育 も随分変 化を して来ているのでそれ に合 った英語カ リキュ ラム も考 案される必要があ るよ う
に思い ます。そ して、3、4年生にはネイティブが担当す る専門書 を読む科 目、講 義をする科 目、討論 をす
る科 目などを設置 し、 さらに英語力 を伸 ばす援助 をカリキュ ラム而か らするべ きだ と思います。従 って 、
英語教育セ ンターのネ イテ ィブ採用 も工夫が必要 になるか もしれ ません。 また、そのような科 目担当 とな
ると、担当時間が多 くなると思われ ますので、教 員増が必要 とな った り、それが不可能 な場合、1年生 の
フレマ ン英語のシステムを変更 し、調整 を図 ることも出て来るで しょう。次のカ リキュラム改訂 を控え 、
亜細亜大学の カリキュラムの中での英語教育セ ンターの位置付 け を考えることが まず必要では ないで し ょ
うか。
竹 前:10年間 の歴史 を教訓 にして、こ れからの英語 教育セ ンタ….の方 向性 を考える とき、今後の大学 の
方向性 を無視する訳 にはい きませ ん。一・昨年、昨年 とリクルー トやベ ネッセコーポ レーションによる在 学
生や卒業生を対.象に した大学 の満足度調査があ りました。判で押 した ように、他 の大学 に抜 きんでた亜 細
亜大学の特色は三つ と も同 じものがで ま した,,.一.・つは 「友人がで きやすいJこ と。二番 目は 「国際交流 が
盛んである1こ と。 これ はAUAPも含んだ大学の国際交流 を指 してい ます。三番 目は 「語学教育が充実 し
ている」 ことです。 これには もちろん英語教育セ ンターの フレッシュマン ・イングリッシュが含 まれ ます。
学生の脳裏にはこの教育 のイメージが 大きく残 っていた ことは間違いないで しょう。
　そ こで、亜#QI亜大学 がこれを、今 までの ように英語ない し外 国語教育は一般学 生のための一般的 な外 国
語教育で よいのだ、特色 は各学部の カリキュラム とその教育成果で出 してい くというノ∫針で進 むのか、 現
在の状況 を客観的に見て、この亜細亜大学の特色であ る語学教育 を中途の ままで終わらせず に、あ る程 度
の単位数 を必修 と課す コースを設 けて、学 びたい もの に道を開 く方向 をとるのか という岐路 にあると思 い
ます。会津大学で は日本語 だけで授 業を行な うので はな く、英語 を加 えた2か国語 を学 内の公用語 と して
います し、宮崎国際 大学 も英語 による教養教育 を始めてい ます。 これは授業はすべ て英語で行 なうとい う
画期的 なものです。明治初年の東 大で行 なわれてい た授業形態が100年を経て、 また新 たな理念で蘇 って
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来ているのです。
　そこまでいか な くても、立命館 大学や龍谷 大学ではずっ と以前か ら副専攻 と しての語学 コースを他 のコー
スとともに置いています。亜細亜 大学 はその面で は随分遅れて しまったとい う思いがあ ります。 この よ う
な方向性 を学内で確認で きれば、センター としてお手伝いで きる ことが多々あ ると思い ます。語学 コー ス
とい って も、英文科ではあ りませ んから、人文社会系列の専門科 目の入門的な授業 を日本語 ・英語の両方
で開講する ことや、専門 ゼ ミにつ いていけるような読解力 を付ける ことなどカ リキュラムの工夫はいろ い
ろで きるはずです。 センターの教 員採用 もそのようなカ リキュ ラムの変化 に対応 していけ るで しょうから、
その面での協力 もで きると思 います。
　大学側の動 きが鈍けれ ば、センターは地域 にむすび付いた教育を市民 に与える ことや、近隣の中高教員
の研 修な どに目を向けること もで きますが 、眼 目は亜細亜大学生の実力 アップです。亜細亜大学 の英語教
育で学生があ まり伸 びていないとおっ しゃる先生 もお られ ますが、 単位数をお考え下 されば理解 して頂 だ
ける と思い ます。 もっと必修単位 を増や し、体系的な カリキュラム を作成すれば、そのご要望にお答 えで
きます。 また、センタ・一と しては、その ような面か ら参考資料や計 画案 を用意 して、本 学の将来に備 え た
い と思ってお ります0
小 林:皆 様の お話 を簡単 に まとめ させ て頂 きます。 第一に学生の ための教育 を展開す ると言 うこ と、第
.:に単なる英語教 育だけ にとどまらず
、英語 を媒体 とした人文、社 会、 自然科 学等の分 野横 断的な、す な
わちインターディシプリナリーなアプローチ を実践 する様 な役割 に向かうべ きであると言 うこと、第三 に、
本学のカ リキュラム全体 を見渡 して、あ る程度英語に特化 した形に向か うべ きである等と言 うことにな り
ますで しょうか。多様 な可能性 を秘め てい る学生が、 グローバルな社会に巣立ってゆ く時代 に当た り、可
能なか ぎりの情報収集、 それらの分析 に基づいて、 まさに行動する時期になってまい りま した。
　皆 さまの この10年間の ご苦労 を労 うと共 に、今後 ともご指導を賜 りますこ とをお願 い しつ つ、長時 間 に
i:りましたが、以 ヒをもちま して英語教育セ ンター創立10周年記念 の座談会を終 了致 します,,
　本 日は、 ご協力いただきま して誠 に有難 うござい ました。
　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　 (平成11年1月iz日、東京都港区国 際文化会館セ ミナ ール・..ムAにて)
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